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令和2年度 金沢医科大学看護学部既卒者アンケート結果  

 本学部では、教育理念である「確かな理論・技術とともに、豊かな人間性と高い倫理観を備え、医療・保健・福祉領域で

活躍できる看護専門職者を育成する。また、看護学ならびに社会の発展に貢献し得る人材を育成する。」をもとに教育目標

を掲げ、看護学教育および研究をおこなっています。本学の教育目標を達成するため、卒業生に対して在学中に受けた教育

内容や学修支援、サービス等についてアンケート調査をおこないました。本調査結果は今後の教育改善の参考資料として活用

し、本学部の看護学教育の更なる充実を目指していきたいと考えております。 

 

【調査概要】 

1. 調査期間 

 2020 年7 月 22 日（水）～ 8 月 15 日（土） 

2. 調査対象者と回答者 

 対象者：2017年度卒業生73 名および2018年度卒業生80名。 

 回答者：78名（回収率51.0％） 

3. 調査方法 

 対象者にGoogleフォームのURLを伝え、無記名でアンケートをおこなった。 

 対象者には個人情報は管理体制の整備・安全対策をおこない厳重に管理し、本調査で得られたデータは本調査以外で

使用しないこと、調査結果は統計処理をおこない個人が特定できないようにして本学ホームページ等で公開すること、また、

調査結果を受けた本学部の教育改革、学修環境改善の取り組みについても公開することを説明文に明記した。 

4. 調査項目 

 １）対象者の特徴（資格、就業状況）、2 ）大学における学業、生活に関する事項が卒後役立っているか、３）教育

内容充実に対する期待度、４）学修支援・相談体制および施設・設備に対する満足度、５）今後のキャリアアップ、 ６）

卒後支援の必要性、７）本学部において改善を必要とすることや期待すること。 
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【回答結果】 

問１ 以下についてお答えください 

 １）卒業年月をお答えください。 

 回答者数  

2018年3月 38 49.4% 

2019年3月 39 50.6% 

総計 77  

 

 ２）あなたが取得している免許をお答えください。 

 回答者数  

看護師 24 30.8% 

看護師, 助産師 8 10.3% 

看護師, 保健師 46 59.0% 

総計 78  

 

問２ 現在の就業状況についてお答えください。 

 １）職種をお答えください。 

 回答者数  

看護師 68 87.2% 

看護師, 助産師 4 5.1% 

助産師 4 5.1% 

保健師 1 1.3% 

看護職員以外 1 1.3% 

総計 78  

 

 ２）雇用形態をお答えください。 

 回答者数  

常勤 78 100% 

パート・アルバイト 0 0% 

総計 78  
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３）現在の就業場所をお答えください。 

 回答者数 （％） 

病院 74 94.9% 

診療所 2 2.6% 

保健所・市町村 1 1.3% 

教育機関 1 1.3% 

総計 78  

 

 ４）現在の就業場所は、卒業時最初の就業場所と同じですか？ 

 回答者数  

はい 73 94.8% 

いいえ 4 5.2% 

総計 77  

 

 

 

就業状況について 

 全員が常勤であり、92％が看護師として就業していた。助産師免許をもつ者は全て看護師兼助産師または助産師と

して就業していた。保健師として就業していたのは1％であり、看護職以外に就業していたのは1％であった。就業場所は

95％が病院であり、3％が診療所であった。保健所・市町村、教育機関がそれぞれ1％であった。95％が卒業時から就

業場所が同じであった。 

 

 

問３ 金沢医科大学看護学部（以下、本学部とする）で学修した内容についてお答えください。 

 １）本学部で学修した内容は、現在の仕事に役立っていますか？ 

 回答者数 （％） 

役立っている 31 39.7% 

やや役立っている 39 50.0% 

どちらでもない 8 10.3% 

あまり役立っていない 0 0.0% 

役立っていない 0 0.0% 

総計 78  
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  ２）本学部で学修した内容に満足していますか？ 

 回答者数 （％） 

満足 27 34.6% 

やや満足 44 56.4% 

どちらでもない 6 7.7% 

やや不満 1 1.3% 

不満 0 0.0% 

総計 78  

 

本学部で学修した内容について 

 本学部で学修した内容が「役立っている」が40％、「満足」が35％あったが、「やや役立っている」が50％、「やや満足」が

56％であった。このことは大学での学修内容と看護現場での実際の仕事内容との差を感じていることの現われと考えられる。 

 

 

問４ 本学部の教育改善に期待することをお答えください。 

 １）人間学領域の教育内容の充実（心理学、倫理学、文学、社会学、情報学など） 

 回答者数 （％） 

非常に期待する 10 12.8% 

期待する 36 46.2% 

どちらでもない 26 33.3% 

あまり期待しない 5 6.4% 

期待しない 1 1.3% 

総計 78  

  

 ２）医科学領域の教育内容の充実（生物、生化学、解剖・生理学、疾病治療論、薬理学など） 

 回答者数 （％） 

非常に期待する 27 34.6% 

期待する 40 51.3% 

どちらでもない 11 14.1% 

あまり期待しない 0 0.0% 

期待しない 0 0.0% 

総計 78  
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 ３）看護学領域の教育内容の充実（基礎看護学、精神看護学、成人看護学など看護専門科目） 

 回答者数 （％） 

非常に期待する 26 33.3% 

期待する 42 53.8% 

どちらでもない 10 12.8% 

あまり期待しない 0 0.0% 

期待しない 0 0.0% 

総計 78  

  

 ４）実習科目の充実（各種実習科目） 

 回答者数 （％） 

非常に期待する 29 37.2% 

期待する 31 39.7% 

どちらでもない 18 23.1% 

あまり期待しない 0 0.0% 

期待しない 0 0.0% 

総計 78  

  

 ５）助産師選択コースの科目充実（該当者のみ） 

 回答者数 （％） 

非常に期待する 5 45.5% 

期待する 3 27.3% 

どちらでもない 3 27.3% 

あまり期待しない 0 0.0% 

期待しない 0 0.0% 

総計 11  
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６）保健師選択コースの科目充実（該当者のみ） 

 回答者数 （％） 

非常に期待する 12 23.5% 

期待する 28 54.9% 

どちらでもない 10 19.6% 

あまり期待しない 1 2.0% 

期待しない 0 0.0% 

総計 51  

  

７）その他（自由にご記入ください） 

   ・保健所実習の日数、実習で経験できる内容が増えることを期待する。 

 

本学部の教育内容充実への期待 

 人間学領域は「非常に期待する」、「期待する」を合わせて約60％であったが、医科学領域および看護学領域では合わせ

て85％以上あり、今後、充実した教育内容が必要と考えられる。また、実習科目、助産師コース科目、保健師コース科目とも

合わせて約75％あったが、「非常に期待する」が実習科目では約40％、助産師コースでは45％以上と、より充実した教育内

容を検討する必要があると考えられる。 

 

 

問５ 本学部の教育支援の満足度についてお答えください。 

 １）科目担当教員からの学業支援、相談体制 

 回答者数 （％） 

満足 31 39.7% 

やや満足 31 39.7% 

どちらでもない 13 16.7% 

やや不満 3 3.8% 

不満 0 0.0% 

総計 78  
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 ２）臨地実習指導教員からの学業支援、相談体制 

 回答者数 （％） 

満足 26 33.3% 

やや満足 32 41.0% 

どちらでもない 16 20.5% 

やや不満 4 5.1% 

不満 0 0.0% 

総計 78  

  

 ３）担任からの学業・生活に関する教育支援、相談体制 

 回答者数 （％） 

満足 33 42.3% 

やや満足 31 39.7% 

どちらでもない 13 16.7% 

やや不満 1 1.3% 

不満 0 0.0% 

総計 33 42.3% 

  

 ４）就職・進学対策のための支援、相談体制 

 回答者数 （％） 

満足 27 34.6% 

やや満足 29 37.2% 

どちらでもない 17 21.8% 

やや不満 4 5.1% 

不満 1 1.3% 

総計 78  
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 ５）国家試験受験のための支援、相談体制 

 回答者数 （％） 

満足 52 66.7% 

やや満足 20 25.6% 

どちらでもない 5 6.4% 

やや不満 1 1.3% 

不満 0 0.0% 

総計 78  

 

 ６）健康管理のための支援（カウンセリングルーム・保健室、学校医など） 

 回答者数 （％） 

満足 21 26.9% 

やや満足 13 16.7% 

どちらでもない 41 52.6% 

やや不満 3 3.8% 

不満 0 0.0% 

総計 78  

 

 ７）課外活動（部活動、ボランティア、アルバイトなど）のための支援 

 回答者数 （％） 

満足 15 19.5% 

やや満足 20 26.0% 

どちらでもない 32 41.6% 

やや不満 5 6.5% 

不満 5 6.5% 

総計 77  

  

８）その他（自由にご記入ください） 

・担任からの国試支援が、教員により差があり、また教員からの支援の必要性の意識も教員により違うと感じた。 

 

本学部の学業支援、相談体制の満足度 

 科目担当教員、臨地実習教員からの支援、体制は「満足」「やや満足」を合わせて約75～80％であったが、「やや不

満」が5％程度みられた。担任からの支援、体制は「満足」「やや満足」を合わせて80％以上、「やや不満」が1％、「不
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満」が0％であり、担任制度が良く機能していることがうかがえる。就職・進学対策のための支援、体制は「満足」「やや満

足」を合わせ75％弱であり、「やや不満」「不満」が合わせて約6％あった。国試への支援、体制は「満足」が67％、「やや

満足」が26％であり、「やや不満」1％、「不満」0％と90％以上が満足を感じていた。健康管理のための支援は「満足」

27％、「やや満足」17％、「やや不満」4％であったが、「どちらでもない」53％に利用していない者が多く含まれると考えられ

るため、実質の満足度はもっと高いと推測される。一方、「やや不満」が一定数あることから支援体制の更なる充実が求め

られる。課外活動への支援は、「満足」「やや満足」合わせて50％以下、「どちらでもない」が40％以上であることから、一

定数が必要性を感じていないことも考えられる。しかし、「不満」「やや不満」合わせて13％おり、要望に確実に答える必要

性があると考えられる。 

 

 

問６ 本学における施設・設備の満足度についてお答えください。 

 １）実習室と実習物品 

 回答者数 （％） 

満足 26 33.3% 

やや満足 33 42.3% 

どちらでもない 17 21.8% 

やや不満 2 2.6% 

不満 0 0.0% 

総計 78  

  

 ２）クリニカル・シミュレーション・センター 

 回答者数 （％） 

満足 46 59.0% 

やや満足 25 32.1% 

どちらでもない 6 7.7% 

やや不満 1 1.3% 

不満 0 0.0% 

総計 78  
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 ３）ラウンジ・国家試験対策セミナー室 

 回答者数 （％） 

満足 39 50.0% 

やや満足 26 33.3% 

どちらでもない 8 10.3% 

やや不満 5 6.4% 

不満 0 0.0% 

総計 78  

 

 ４）図書館の図書の借用 

 回答者数 （％） 

満足 20 25.6% 

やや満足 33 42.3% 

どちらでもない 19 24.4% 

やや不満 6 7.7% 

不満 0 0.0% 

総計 78  

 

 ５）図書館を通しての文献検索、文献取得 

 回答者数 （％） 

満足 17 22.1% 

やや満足 36 46.8% 

どちらでもない 14 18.2% 

やや不満 10 13.0% 

不満 0 0.0% 

総計 77  

  

 ６）Wi-Fi環境、PC設備 

 回答者数 （％） 

満足 8 10.3% 

やや満足 24 30.8% 

どちらでもない 15 19.2% 

やや不満 22 28.2% 

不満 9 11.5% 

総計 78  
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 ７）学生食堂 

 回答者数 （％） 

満足 8 10.3% 

やや満足 18 23.1% 

どちらでもない 32 41.0% 

やや不満 14 17.9% 

不満 6 7.7% 

総計 78  

  

 ８）売店 

 回答者数 （％） 

満足 18 23.1% 

やや満足 24 30.8% 

どちらでもない 27 34.6% 

やや不満 8 10.3% 

不満 1 1.3% 

総計 78  

 

 ９）その他（自由にご記入ください） 

・勉強の環境は勉強スペースがたくさんあり、とても整ってると思う。 

・ほしい図書がないことが多かった！ 

・図書館については、文献数が少なかったり、新しいものが少なかったり感じたことがありました。 

・他の大学と比較して学生食堂の定食の値段が高いことが在学中から不満でした。 

・食堂のメニューが味や料理にたいして高いと思うし、学生の食堂ならもっと安くしてもいいとおもう。あの料金設定だと食

べたくても食べれない。 

・医学生と看護学生のお昼時間が違うため、看護学生が売店でお昼ご飯を買うときには残り物しかないことがいつも残

念でした。 
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本学における施設・設備の満足度 

 実習室と実習物品に関しては「満足」「やや満足」合わせて75％以上であった。クリニカル・シミュレーション・センターは

「満足」「やや満足」合わせて90％以上であり、殆どが満足していた。ラウンジ・国家試験対策セミナー室は「満足」「やや

満足」合わせて80％以上であったが、「やや不満」が一定数みられた。図書館に関しては「満足」「やや満足」合わせて

70％弱であり、「やや不満」が10％前後みられた。看護系図書の充実（特に新しいもの）が望まれる。Wi-Fi環境・PC

設備は「不満」「やや不満」合わせて40％近くあり、これら設備の充実が必要と考えられる。学生食堂は「満足」「やや満

足」合わせて30％強，「不満」「やや不満」合わせて30％弱であり、価格の不満が見られた。売店は「満足」「やや満

足」合わせて50％強、「不満」「やや不満」合わせて10％強であった。 

 

 

問７ 今後のキャリアアップの希望について教えてください。(複数回答可） 

 回答者数  

大学院修士課程進学 5 6.4% 

認定看護師取得 14 17.9% 

専門看護師取得 11 14.1% 

看護管理者 3 3.8% 

教育・研究者 8 10.3% 

その他 38 48.7% 

 

問８ 本学部について以下の項目で必要とすることや期待することをお答えください。 

 １）卒後の教育支援 

 回答者数 （％） 

非常にする 4 5.1% 

かなりする 20 25.6% 

どちらともいえない 39 50.0% 

あまりない 13 16.7% 

ない 2 2.6% 

総計 78  
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 ２）専門分野の最新情報や動向などの提供 

 回答者数 （％） 

非常にする 3 3.8% 

かなりする 28 35.9% 

どちらともいえない 35 44.9% 

あまりない 10 12.8% 

ない 2 2.6% 

総計 78  

  

 ３）資格取得対策（医療・看護に関連した専門資格） 

 回答者数 （％） 

非常にする 6 7.7% 

かなりする 28 35.9% 

どちらともいえない 36 46.2% 

あまりない 7 9.0% 

ない 1 1.3% 

総計 78  

 

 ４）研究機関としての発展 

 回答者数 （％） 

非常にする 2 2.6% 

かなりする 19 24.4% 

どちらともいえない 44 56.4% 

あまりない 11 14.1% 

ない 2 2.6% 

総計 78  

 

 ５）公開講座の充実 

 回答者数 （％） 

非常にする 3 3.8% 

かなりする 23 29.5% 

どちらともいえない 44 56.4% 

あまりない 7 9.0% 

ない 1 1.3% 

総計 78  
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６）地域貢献 

 回答者数 （％） 

非常にする 7 9.1% 

かなりする 14 18.2% 

どちらともいえない 46 59.7% 

あまりない 8 10.4% 

ない 2 2.6% 

総計 77  

７）国際的な活動 

 回答者数 （％） 

非常にする 5 6.4% 

かなりする 10 12.8% 

どちらともいえない 45 57.7% 

あまりない 15 19.2% 

ない 3 3.8% 

総計 78  

 

８）同窓会活動への支援 

 回答者数 （％） 

非常にする 6 7.7% 

かなりする 13 16.7% 

どちらともいえない 41 52.6% 

あまりない 14 17.9% 

ない 4 5.1% 

総計 78  

 

９）大学からの情報発信 

 回答者数 （％） 

非常にする 4 5.2% 

かなりする 18 23.4% 

どちらともいえない 41 53.2% 

あまりない 12 15.6% 

ない 2 2.6% 

総計 77  

 

9.1%

18.2%

59.7%

10.4%
2.6%

6.4%
12.8%

57.7%

19.2%

3.8%

7.7%

16.7%

52.6%

17.9%

5.1%

5.2%

23.4%

53.2%

15.6%

2.6%
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１０）その他（自由にご記入ください）  

 

  ※記載なし 

 

 

本学部への希望、期待 

 卒後の教育支援、専門分野の情報提供、資格取得対策への期待は、「非常にする」「かなりする」を合わせて30～

40％前後であり、「あまりない」「ない」を合わせて10～20％であった。これは既に調査済みの新卒者アンケートの結果で

何れも期待が50％以上あったのに比べ低い値を示していることから、減少している要因を検討する必要がある。研究機

関としての発展、公開講座の充実への期待も、「非常にする」「かなりする」を合わせて30％弱であり、「あまりない」「ない」

を合わせて10～20％弱であった。科研費取得率等でみても本学部は研究機関として他機関に比して決して劣るもので

はない。研究機関としての学内外への情報発信が必要である。本学部のディプロマポリシーでもある地域貢献と国際活

動への期待は、「非常にする」「かなりする」を合わせて20～30％弱であり、「あまりない」「ない」を合わせて10～20％強

であった。これらの教育の充実が重要な課題である。同窓会への支援、大学からの情報発信への期待は、「非常にする」

「かなりする」を合わせて30％未満であり、「あまりない」「ない」を合わせて20％前後であった。これらの結果は前の結果も

合わせて、本学部からの情報発信が少ないことが原因と考えられる。今後、一層の努力が必要である。 


